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北
朝
に

お
け
る
貴
族
制
度
０
９

宮

川

筒

　
　

志

内
容

　

一
、
は
し
が
き

　

二
、
五
胡
治
下
の
漢
族
郡
望

　

三
、
北
魏
朝
廷
と
良
人
貴
族
（
以
上
前
琥
）

　

四
、
代
人
貴
族
の
地
位

　

五
、
北
朝
に

　
　
　

お
け
る
寒
門
・
宗
人

　

六
、
北
朝
後
期
の
政
局
と
貴
族
・
宮
門

　

七
、
結
。
語

　
　
　
　
　
　
　
　

四

　

代
人
貴
族
０
地
位
。

　

北
魏
０
民
族
祀
會
は
國
人
又
は
代
人
と
孵
せ
ら
れ
る
鮮
卑
拓
践
部
民
を
中
核
と
し
、
傅
説
に
抹
れ
ば
統
國
三
十
六
・
大
姓
九
十
九

あ
っ
た
と
い
ふ
が
、
道
武
帝
の
平
城
禽
都
の
後
は
國
都
の
周
湿
た
る
畿
内
０
田
即
ち
旬
服
に
集
居
し
八
部
大
人
の
下
に
統
率
さ
れ

心
。
彼
等
は
兵
役
に
服
し
控
弦
四
十
萬
と
柵
せ
ら
れ
、
建
國
の
後
は
文
武
０
官
吏
に
就
い
た
。
し
か
し
彼
等
の
中
に
も
有
力
貴
勢
な

る
宗
親
励
貴
と
、
戦
争
や
遷
徒
０
結
果
、
郷
土
を
離
れ
牛
羊
０
・
家
財
を
失
っ
た
平
民
階
級
と
が
分
化
し
、
後
者
は
錨
戸
叉
は
府
戸
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

呼
ば
れ
、
後
世
重
大
な
殿
會
問
題
を
腿
生
す
る
ま
で
下
暦
に
沈
綸
し
て
い
っ
た
。
宗
親
に
就
い
て
、
猷
帝
の
時
、
そ
０
三
兄
四
弟
を

し
て
國
人
を
撮
領
せ
し
め
た
が
そ
０
子
孫
は
七
族
と
呼
ば
れ
、
矢
張
同
族
に
た
る
叔
孫
（
乙
栴
）
軍
（
車
混
）
皿
剱
一
匹
卵
四
皿
皿
の
二

氏
及
び
帝
室
拓
践
氏
と
合
し
て
十
姓
と
な
っ
て
太
和
以
前
の
國
の
喪
葬
局
譜
を
専
管
し
彼
等
の
間
で
は
「
百
世
に
至
る
も
通
婚
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

す
」
と
は
魏
書
官
氏
志
に
記
す
所
で
あ
る
。
七
族
は
兄
弟
の
順
に
数
へ
兄
、
胡
（
屹
骨
）
周
（
普
）
長
孫
（
抜
抜
）
場
（
達
場
）
伊

ハ
伊
婁
）
丘
（
丘
敦
）
亥
（
侯
）
で
あ
る
。
拓
哉
氏
と
循
婚
し
た
例
は
八
姓
と
孵
せ
ら
れ
る
動
貴
の
家
に
多
い
。
即
ち
穆
・
陸
・
賀
・
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印

　

劉
・
楼
・
于
・
柾
・
尉
四
ル
で
太
和
十
九
年
の
詔
に
よ
り
累
代
の
動
功
を
確
認
せ
ら
れ
ヽ
浹
族
の
四
姓
に
準
ぜ
ら
れ

９
　

　
　
　

國
人
以
外
に
は
農
業
に
従
事
す
る
牛
自
由
民
た
る
編
民
が
あ
り
漢
族
は
じ
め
氏
莞
等
異
民
族
の
降
服
し
移
住
せ
し
め
ら
れ
た
者
が

　
　

こ
れ
に
属
し
、
布
帛
粟
米
の
貢
納
及
び
兵
役
・
力
役
に
服
し
た
。
拓
哉
部
以
外
の
鮮
卑
人
も
登
國
の
初
、
道
武
帝
が
諸
部
落
を
散
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｃ

て
以
来
編
民
に
入
れ
ら
れ
た
。
即
ち
官
氏
志
所
載
の
東
方
宇
文
慕
容
氏
、
南
方
茂
脊
氏
以
下
、
西
方
尉
遅
氏
以
下
、
北
方
賀
蘭
氏
以
’

下
合
せ
て
四
方
三
十
五
部
が
こ
れ
に
富
る
。
た
ヾ
し
極
遠
の
地
に
住
む
高
車
族
の
如
き
、
強
盛
な
る
宇
文
・
慕
容
二
氏
の
如
き
、
後

世
ま
で
領
民
酋
長
を
世
襲
し
た
爾
朱
氏
等
の
如
き
、
北
魏
の
威
令
或
は
及
ば
す
、
他
の
編
民
と
は
舷
態
を
異
に
し
た
で
あ
ら
う
。
さ

て
編
民
よ
り
下
に
奴
隷
及
び
百
雑
之
戸
と
呼
ば
れ
る
エ
商
業
者
あ
り
、
蔭
附
之
戸
、
客
、
等
の
卑
姓
が
存
し
、
士
民
雨
者
よ
り
も
更

に
賤
硯
さ
れ
通
婚
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

か
Ｘ
る
階
級
制
度
は
北
魏
の
國
初
以
来
賊
重
に
保
た
れ
、
仕
官
婚
姻
に
お
い
て
上
下
の
亘
別
が
立
て
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
こ
れ
を
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

に
明
確
に
し
君
主
幄
の
下
で
眼
統
づ
け
よ
う
と
し
た
の
が
孝
文
帝
の
氏
族
分
定
及
び
そ
れ
に
開
す
る
政
策
で
あ
る
。

　

帝
の
行
っ
た
氏
族
分
定
０
要
勁
は
第
一
に
朕
に
貴
族
仲
間
０
許
價
で
大
罷
定
っ
て
ゐ
た
漢
人
貴
族
の
家
柄
を
承
認
し
中
原
に
本
貫

を
有
す
る
者
は
群
姓
を
栴
す
る
を
許
し
、
崔
盧
柳
王
の
。
四
姓
の
如
き
は
そ
の
卓
越
し
た
地
位
を
認
め
第
二
に
か
く
て
分
定
さ
れ
た
漢

人
貴
族
に
對
庶
す
る
代
人
貴
族
の
格
式
を
制
定
し
、
第
三
に
、
か
く
て
浹
・
代
二
系
統
の
貴
族
間
の
通
婚
を
諮
憑
し
、
國
家
の
統
治

下
に
お
け
る
家
族
群
を
し
て
蜃
漢
一
眼
の
旗
幟
に
徒
は
し
め
ん
と
し
た
。
最
後
に
雨
者
を
し
て
共
通
の
文
化
を
創
造
し
荷
捨
せ
し

め
、
理
想
的
な
文
明
國
を
建
設
せ
ん
と
意
圖
し
た
が
、
こ
れ
は
漢
文
化
と
鮮
卑
族
の
傅
統
と
の
優
差
甚
し
き
結
果
、
全
面
的
な
漢
化

政
策
と
し
て
現
れ
た
。

　

太
武
帝
以
後
形
式
的
に
は
北
支
統
一
が
保
た
れ
た
と
い
へ
、
地
方
豪
族
の
反
國
家
的
行
動
や
、
こ
れ
と
開
聯
し
て
大
小
叛
殴
は
た
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え
ず
、
國
内
分
子
も
信
用
し
う
る
代
人
以
外
の
諸
鮮
卑
族
及
び
氏
莞
匈
奴
や
山
燈
釦
の
異
民
族
を
包
含
し
、
南
朝
と
の
對
峙
も
軽
硯

　

を
許
さ
ぬ
舷
態
に
あ
っ
た
時
、
氏
族
分
定
に
よ
る
國
内
醍
制
ｏ
整
備
の
必
要
が
判
る
。
五
胡
の
鼠
を
通
じ
て
能
く
封
疆
を
守
禦
し
漢

　

文
化
の
傅
統
を
堕
さ
な
か
っ
た
ｏ
は
何
と
し
て
も
漢
族
家
族
制
度
の
力
で
あ
る
。
代
人
氏
族
制
も
こ
の
制
度
の
精
紳
を
借
り
来
っ
て

　

補
強
さ
れ
っ
Ｉ

　
　

代
人
諸
冑
先
無
姓
族
。
雖
功
賢
之
胤
、
混
然
未
分
。
故
官
達
者
位
極
公
卿
。
其
功
衰
之
親
。
掲
居
現
任
。
比
欲
制
定
姓
族
、
事
多

　
　

未
就
。
且
宜
既
擢
、
隨
時
漸
鐙
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　

と
あ
り
、
又
帝
が
漢
族
官
僚
と
官
吏
任
用
に
つ
き
噂
す
る
や
、
李
冲
・
韓
顕
宗
ら
は
人
材
本
位
を
主
張
し
た
に
對
し
、
帝
は
貴
族
制

八
を
是
認
す
る
如
き
言
を
な
し
。
だ
。
即
ち
’
累
代
徳
望
あ
る
名
族
０
家
に
は
優
秀
０
人
物
が
出
づ
る
が
道
理
で
あ
る
旨
を
答
へ
て
ゐ
駈

　
　

こ
０
二
の
事
賓
を
結
び
つ
け
て
考
へ
る
時
、
氏
族
分
定
を
行
ふ
に
至
っ
た
帝
の
心
事
？
一
端
が
推
測
で
き
る
。
即
ち
北
人
の
中
に

　

は
于
・
尉
り
如
き
世
々
豪
宗
を
誇
る
も
の
あ
り
、
其
０
他
爾
朱
・
叱
列
・
萬
・
檜
０
如
く
世
々
酋
帥
た
り
、
羅
・
陸
・
和
の
如
く
世

々
部
落
汝
領
す
る
あ
り
、
一
方
列
傅
に
何
等
記
載
な
き
も
の
、
及
び
山
偉
（
掘
四
匹
０
　
）
傅
に
見
え
る
「
代
来
寒
人
」
と
呼
ば
れ
る
者

‘
や
ヽ
賀
秋
工
耀
叙
）
の
「
家
本
小
族
」
と
あ
り
’
　
Ｗ
紘
（
詔
書
）
の
「
小
部
酋
帥
」
ａ
あ
’
・
如
ぺ
む
。
ｙ
。
宗
門
ａ
目
す
ぺ
き
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

も
あ
る
・
し
か
し
て
拓
哉
氏
に
對
し
忠
勤
を
積
ん
だ
者
は
封
侯
せ
ら
れ
奴
婢
を
賜
り
順
達
す
る
が
。
し
か
ら
挙
し
て
下
暦
に
沈
諭
す

る
者
も
あ
り
、
一
族
中
で
も
あ
る
分
派
は
条
え
、
他
０
分
派
に
し
て
零
落
す
る
や
う
な
事
が
起
っ
て
、
ゐ
た
と
思
は
れ
る
。
か
く
て
代

人
の
＼
Ｍ
族
紐
帯
が
経
済
的
懸
隔
や
官
位
の
高
下
で
破
れ
て
ぐ
る
傾
向
あ
り
、
一
方
中
原
漢
族
の
宗
族
紐
帯
は
か
な
り
強
固
で
、
南
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

の
如
く
一
族
二
塗
応
分
る
ｘ
の
比
に
非
ず
、
た
ゞ
庶
子
が
賤
硯
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
故
に
代
人
の
姓
族
を
定
め
、
同
じ
家
柄
の
者

に
は
略
よ
同
じ
地
位
を
輿
へ
や
す
く
す
る
な
ら
ば
自
ら
代
人
の
族
的
結
合
り
破
綻
を
防
ぎ
う
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
が
民
族
政
策
と
し
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て
の
必
要
で
あ
る
と
共
に
、
孝
文
帝
の
眼
に
は
南
朝
を
も
含
め
て
漢
人
貴
族
制
の
美
鮎
が
映
じ
た
。
整
然
た
る
貴
族
制
度
の
上
に
喰

く
燦
爛
た
る
文
化
、
こ
れ
が
帝
の
憧
憬
す
る
所
で
あ
る
と
共
に
、
後
遂
に
は
賓
現
じ
え
た
所
で
あ
る
。
印
ち
南
朝
人
士
に
し
て
洛
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

に
来
り
そ
の
文
物
の
美
を
嘆
じ
た
者
が
あ
る
の
が
そ
の
澄
抹
で
あ
・
る
。

　

さ
て
官
氏
志
に
抹
れ
ば
代
人
の
八
姓
は
漢
族
の
四
姓
に
擬
や
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
者
は
続
い
で
藤
や
ら
れ
た
別
敵
に
よ
り
姓
・
族

に
編
入
さ
れ
た
が
、
そ
０
標
準
は
先
祖
が
部
落
大
人
た
り
、
或
は
王
公
の
霞
に
列
し
、
重
要
の
官
職
に
就
い
た
か
に
よ
っ
て
規
定
し

た
。
印
ち
官
族
と
し
て
の
高
下
が
代
人
氏
族
分
定
の
基
準
で
あ
っ
た
。
一
方
漢
人
貴
族
の
高
下
に
は
、
も
と
よ
り
先
岨
の
官
位
が
酌

量
さ
れ
る
例
が
多
い
が
、
そ
れ
は
魏
昔
及
び
五
胡
諸
朝
０
そ
れ
で
あ
り
、
必
ず
し
も
北
魏
に
對
す
る
功
努
に
依
ら
す
、
そ
れ
以
前
に

き
ま
っ
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
。
要
之
、
分
定
さ
れ
た
貴
族
の
中
、
代
人
は
動
功
０
累
積
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
浹
人
は
既
成
の
家

柄
に
改
め
て
國
家
に
よ
る
承
認
が
輿
へ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
雨
者
共
に
官
僚
貴
族
た
る
地
位
を
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
漢
人
に

對
し
て
は
代
人
に
對
す
る
よ
り
も
そ
の
態
度
は
微
温
的
た
る
を
免
れ
ず
、
一
方
漢
人
貴
族
の
心
理
か
ら
兄
る
と
、
南
朝
で
菰
族
が
動

門
を
軽
ん
じ
た
ご
と
ぐ
ヽ
、
更
に
民
族
的
μ
感
も
て
っ
だ
っ
て
代
人
貴
族
を
内
心
侮
蔑
し
た
で
あ
ら
う
。
結
局
漢
文
化
に
牽
引
さ
れ
た

謬
で
あ
る
。
た
ゞ
孝
文
帝
の
沃
化
政
策
は
漢
族
を
し
て
代
人
と
の
通
婚
を
躊
躇
せ
し
め
る
傾
向
を
除
去
し
、
代
人
評
定
國
が
、
広
・

柳
の
二
女
を
娶
れ
る
如
く
分
定
さ
れ
た
結
果
同
一
階
珊
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
家
柄
同
±
０
婚
姻
し
き
り
に
行
は
れ
、
長
年
月
の
経

過
の
後
に
は
漢
民
族
に
は
新
し
い
血
液
が
賦
呉
さ
れ
、
中
世
に
お
け
る
漢
文
化
の
再
造
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
考
へ
る
時
、
孝
文
帝
の

氏
族
分
定
の
歴
史
的
意
義
が
理
解
で
き
る
。

①

　

本
節
の
記
辿
は
蒙
思
明
［
元
魏
的
階
級
制
度
］

　

（
史
學
年
報
二
之

　
　

三
）
に
基
く
所
多
い
。

②

　

府
戸
の
沈
綸
の
状
態
を
最
も
善
く
お
し
出
し
て
ゐ
る
鈍
蘭
根
の
言

の
仝
文
を
褐
げ
る
と
（
北
史
五
六
）

　

「
縁
座
諸
供
、
搾
揖
長
遠
。

昔
時
初
置
。
地
面
人
稀
。
或
徴
疲
中
原
張
宗
子
弟
、
或
國
之
肺
俯

寄
以
爪
牙
。
中
年
以
来
有
司
乖
賞
。
琥
日
府
戸
、
役
同
㈱
養
。
官
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Ｖ
Ｖ
励
一
班
歯
、
致
失
清
流
。
而
本
宗
菌
類
各
柴
顛
。
顧
殿
彼
此
、
理
富

　
　

憤
怨
。
宜
改
銀
立
州
、
分
置
郡
噺
。
凡
是
府
戸
悉
免
篤
平
人
、
入

　
　

仕
次
第
、
一
準
其
菌
。
此
計
若
行
、
國
家
庶
無
北
顧
之
慮
。
」

⑧

　

魏
書
二
五
長
孫
道
生
傅
に
彼
の
子
孫
長
孫
稚
の
銕
兄
に
元
洪
超
と

　
　

い
ふ
者
あ
り
と
し
て
ゐ
る
。
魏
末
に
及
び
、
或
は
恐
ら
く
孝
文
帝

　
　

の
改
姓
以
後
、
十
姓
不
婚
の
原
則
が
斎
れ
て
き
た
か
と
思
は
れ

④

　

魏
書
本
文
に
拓
抜
と
す
る
が
抜
抜
の
誤
り
な
る
べ
き
こ
と
は
陳
毅

　
　
　

「
魏
書
宮
氏
志
疏
投
」
に
詳
し
い
。

⑤

　

魏
書
一
二
一
官
氏
志
。

⑥

　

道
武
帝
が
解
散
し
た
諸
部
の
範
園
は
官
氏
志
の
本
文
に
拡
る
か
ぎ

　
　

り
か
く
解
祥
す
べ
き
と
思
ふ
。
し
か
し
各
部
と
拓
抜
部
王
朝
の
勢

　
　

力
及
び
地
理
的
接
近
の
差
異
に
對
廊
し
て
例
外
が
為
つ
仁
と
認
め

　
　

ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

｀

　
　

（
前
胱
三
節
一
五
頁
）
如
き
を
始
め
貴
族
間
の
通
婚
は
前
狭
の
表

　
　

中
に
二
三
記
し
仁
。

③

　

匈
奴
・
氏
・
禿
４
北
秋
の
姓
族
の
他
に
、
光
城
扮
の
田
氏
（
魏
書

　
　

六
一
田
盆
宗
傅
一
荊
州
松
酋
の
焚
氏
（
同
八
〇
男
子
鵠
傅
）
あ
り

　
　

縁
沁
紐
の
摂
氏
？
将
す
る
も
の
は
束
替
の
代
荊
江
軍
裸
を
揺
り
後

　
　

に
敗
亡
し
た
桓
氏
の
疎
族
と
託
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑨

　

魏
書
六
〇
韓
穎
宗
傅
。
高
祀
の
言
葉
は
下
の
如
し
。
「
・
：
然
君
子
之

　
　

門
、
暇
使
無
常
時
之
用
者
、
要
自
徳
用
純
篤
。
朕
是
以
用
之
。
」

⑩

　

長
孫
嵩

　

太
祀
承
大
統
、
復
以
篤
南
部
大
人
。
Ｉ
血
Ｉ
除
数
州
刺
史
、

　
　

賜
貫
似
鹿
公
。
（
秘
書
二
五
）

　
　

宿
石

　

太
談
嘉
之
、
以
宗
女
妻
焉
。
賜
奴
婢
斂
十
口
。
秤
侭
上
将

　
　

軍
。
・
：
以
功
賜
奴
婢
十
七
戸
。
（
同
三
〇
）

　
　

豆
代
田

　

以
戦
功
、
賜
奴
婢
十
五
口
、
黄
金
百
斤
、
銀
百
斤
。
（
同

　
　

右
）

⑦

　

氏
族
分
定
に
つ
い
て
は
岡
崎
博
士
「
魏
§
南
北
朝
通
史
」
並
び
に

　
　

⑨

　
　

楊
笏
如
「
九
品
中
正
奥
六
朝
門
閥
」
等
。
資
治
通
鑑
巻
百
四
十
は

　
　

崔
僣
淵
（
魏
書
二
四
）
宋
弁
（
同
二
六
）
穆
弼
（
同
二
七
）
干
忠

　
　

（
同
三
一
）
蔀
聴
（
同
三
六
）
傅
等
に
散
見
す
る
資
料
を
よ
く
ま
と

　
　

め
て
ゐ
る
。
代
漢
通
婚
の
例
は
孝
文
帝
が
四
姓
（
苑
陽
咀
氏
・
溝

　
　

河
崔
氏
・
梨
陽
・
鄭
氏
・
太
原
王
氏
）
及
び
階
西
李
氏
の
女
を
後
宮

　
　

に
充
て
、
室
太
后
が
孝
明
帝
の
だ
め
名
族
の
女
を
世
婦
と
し
た
、

三
節
に
記
し
た
蔡
廓
以
外
の
例
を
あ
げ
る
と
、
特
書
三
五
、
裴
秀

傅
に
、
「
秀
母
賤
。
嫡
母
宣
氏
不
之
破
。
嘗
使
進
饌
於
客
。
見
者
皆

総
之
起
。
秀
母
日
、
微
賤
如
此
。
富
庭
篤
小
兄
放
也
。
宣
氏
知
之

後
逡
止
。
」
・
と
あ
り
同
じ
く
（
又
初
學
記
十
九
引
威
奈
緒
特
書
）
に

は
「
斐
秀
之
母
婢
。
秀
年
十
八
有
令
望
。
而
嫡
母
妬
。
賓
客
満

座
。
乃
令
秀
母
、
親
下
食
呉
衆
賓
。
衆
賓
見
並
卯
之
。
」

　

と
見
え

る
。
ま
た
王
浚
も
母
趙
氏
が
本
は
良
家
の
女
で
あ
っ
ち
が
貧
賎
に

-
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な
り
彼
の
父
王
沈
の
家
に
出
入
し
て
彼
を
生
ん
だ
だ
め
初
め
父
か

　
　

ら
喬
さ
れ
な
か
つ
記
。
気
‥
書
三
九
）

⑩

　

魏
書
二
四
崔
肘
淵
に
彼
が
斉
の
明
帝
鸞
に
答
へ
記
書
を
掲
げ
、
内

　
　

に
曰
く

　
　
　

「
分
氏
定
族
、
料
甲
乙
之
科
、
班
官
命
霞
、
涛
九
流
之
貫
。
趨
俗

五

　

北
朝
に
於
け
る
宗
門
・
家
人

之
叙
、
槃
然
復
興
。
河
洛
之
間
重
隆
周
道
。
巷
歌
邑
頌
、
朝
煕
門

穆
。
済
々
之
盛
、
非
可
備
陳
矣
。
」

　

と
。
又
文
中
子
四
周
公
認
に

曰
く
、
　
１
元
魏
之
有
主
、
其
孝
文
之
所
篤
乎
。
中
國
之
道
不
墜
、
孝

文
之
力
也
。
」

　

と
。

ｊ
南
朝
に
４
％
Ｓ
.
て
は
建
康
政
府
０
’
主
要
な
支
持
者
で
あ
る
僑
姓
の
諸
貴
族
に
對
し
土
着
の
南
人
０
少
か
ら
ぬ
部
分
は
寒
門
を
以
て
目

せ
ら
れ
*
或
は
王
溶
の
二
孫
の
如
き
ヽ
（
叶
ぎ
南
波
の
時
期
が
遅
れ
建
康
祀
交
界
に
容
れ
ら
れ
な
い
者
も
同
様
の
運
命
に
陥
っ
た
・

北
方
で
は
浹
族
同
士
で
か
く
の
ご
と
き
差
別
待
遇
は
甚
し
く
な
い
が
蒋
少
游
が
被
征
服
地
た
る
青
青
の
人
で
あ
る
た
め
人
士
た
る
か

　
　
　
　
　

①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

　
　
　
　
　

③

　

④

否
か
を
疑
は
れ
、
遠
祖
が
蜀
満
に
仕
へ
た
こ
と
の
あ
る
評
吻
が
蜀
姓
の
名
を
受
け
た
様
な
例
が
あ
る
。
ま
た
陳
元
達
・
李
栗
の
如
き

は
恐
ら
く
晋
代
家
門
が
朔
漠
に
避
難
し
自
己
０
力
量
を
た
よ
り
に
北
族
朝
廷
に
動
功
を
立
て
た
部
類
に
属
し
よ
う
。
一
般
的
に
兄
て

貴
族
の
足
許
に
寄
り
附
け
な
い
家
柄
に
生
れ
な
ほ
官
吏
と
し
て
功
績
を
残
し
た
一
例
に
孝
文
帝
の
時
の
李
彪
回
心
。
（
昌
懇
ご
）

家
寒
微
、
少
孤
貧
。
有
大
志
、
好
學
不
倦
。
…
彪
雖
昇
宋
弁
結
管
鮑
交
、
弁
篤
大
中
正
、
輿
孝
文
私
議
、
撒
以
寒
地
處
之
。
殊
不

欲
微
相
優
恢
。
彪
亦
知
之
、
不
以
篤
恨
。
弁
卒
。
彪
病
之
無
已
。
篤
之
哀
誄
。
備
害
辛
酸
、
郭
祚
篤
吏
部
、
彪
篤
子
志
求
官
。
祚

乃
以
苑
努
處
之
。
彪
以
位
経
常
伯
、
又
蒙
伺
書
。
謂
祚
庶
以
貴
游
抜
用
之
。
深
用
忿
忽
、
形
於
言
色
。
時
論
以
此
非
祚
。

母
の
賤
し
き
篤
に
家
士
と
呼
ば
れ
た
例
は
崔
道
固
で
あ
る

幻
裴
漸
徒
青
州
ヽ
篤
泰
山
太
守
ヽ
道
固
賤
出
・
嫡
母
兄
放
之
目
連
等
樫
侮
之
・
輯
謂
放
之
日
ヽ
此
兄
姿
識
如
此
・
或
能
興
人
門

-32



戸
。
汝
等
何
以
軽
之
。
仮
之
等
遇
之
禰
薄
。
略
無
兄
弟
之
噌
。
時
劉
義
隆
子
駿
一
い
皿
狐
徐
充
二
州
刺
史
。
得
肺
他
州
民
儡
農
事
。

輯
乃
資
給
道
固
、
令
共
南
仕
。
一
一
ｉ
ｌ
］
・
駿
謂
之
曰
、
崔
道
固
人
身
如
此
。
豊
可
篤
家
士
至
老
乎
。
而
世
人
以
其
偏
庶
、
便
相
陵
侮
。

可
篤
歎
息
。
－
一
一
●
一
ｉ
後
篤
義
隆
諸
子
參
軍
事
。
被
漬
向
青
州
募
人
。
長
史
已
下
皆
詣
道
固
。
道
固
諸
兄
等
逼
道
同
所
生
母
、
自
致
酒

灸
於
客
前
。
道
固
驚
起
接
取
。
謂
客
曰
、
家
無
人
力
。
老
親
自
執
加
勢
。
諸
客
皆
知
其
兄
弟
所
作
、
咸
起
昇
謝
其
母
。
母
謂
道
同

曰
ヽ
我
賤
不
足
以
報
貴
賓
・
汝
宜
答
呉
・
諸
客
皆
歎
美
道
固
母
子
ヽ
賤
其
諸
兄
・
（
鸚
七
）

　

最
も
親
近
な
る
べ
き
家
庭
内
部
へ
さ
へ
身
分
０
差
別
観
念
が
侵
入
し
て
ゐ
た
こ
と
、
し
か
し
こ
の
風
は
江
北
に
限
ら
れ
た
こ
と
を

物
語
る
有
力
な
史
料
で
あ
る
。
家
庭
に
お
い
て
卑
め
ら
れ
る
家
門
は
官
途
に
お
い
て
進
路
を
阻
止
さ
れ
る
。
孝
文
帝
の
太
和
二
年
六

月
０
詔
に
、

　

今
年
貢
畢
尤
認
狼
濫
。
自
今
所
遣
、
皆
可
門
養
州
郡
之
高
、
才
極
郷
関
之
選
。

と
あ
り
、
門
と
才
と
原
則
的
に
比
例
す
る
と
考
へ
て
ゐ
る
如
き
印
象
を
呉
へ
る
。
さ
れ
ば
世
々
家
賤
に
し
て
庸
臣
元
叉
の
勢
に
託
し

　
　

州
主
薄
と
な
っ
た
馮
元
興
は
正
途
の
出
仕
で
な
ｓ
.
と
て
非
倫
と
論
ぜ
ら
れ
た
。
（
皿
心
）

　
　
　

貴
族
に
卑
め
ら
れ
る
宗
門
に
似
而
非
な
る
、
君
主
に
愛
せ
ら
れ
る
家
人
が
あ
る
。
彼
等
の
北
魏
史
上
で
最
初
０
活
動
は
太
武
帝
に

　
　

信
任
さ
れ
な
が
ら
後
に
帝
を
弑
し
た
宦
者
宗
愛
に
始
る
。
彼
は
「
そ
の
由
来
す
る
所
を
知
ら
す
」
と
記
さ
れ
る
卑
い
家
柄
の
出
身
で

　
　

罪
を
以
ｔ
関
人
と
な
り
辞
職
を
歴
ｔ
中
常
侍
に
至
っ
た
。
（
｛
一
匹
｝
太
武
心
崩
後
、
伺
書
左
僕
射
蘭
延
・
侍
中
和
疋
ら
の
大
臣
が
泰
ズ

　
　

翰
を
定
策
せ
ん
。
と
し
て
、
宗
愛
の
素
賤
を
以
て
疑
は
す
、
忽
ち
彼
０
謀
略
に
か
ｘ
り
殺
さ
れ
た
。
南
朝
で
殆
ん
ど
宦
官
０
暗
躍
が
な

　
　

い
０
に
反
し
北
朝
で
は
叛
尨
者
０
一
味
や
降
虜
に
屡
土
呂
刑
を
科
し
宮
中
に
使
役
す
る
篤
、
後
年
彼
等
の
。
反
唯
を
う
け
宮
中
に
混
殴

2
6

　

を
ひ
き
｀
゛
こ
し
た
例
が
多
い
・
魏
書
に
は
恩
倖
傅
ひ
｀
鎮
け
関
官
傅
醜
を
設
け
彼
等
は
本
来
寒
門
の
者
が
多
く
ヽ
’
失
脚
’
没
落
に
よ
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り
更
に
卑
い
境
涯
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
が
、
宦
者
に
開
し
て
あ
ま
り
言
及
す
る
こ
と
は
貴
族
制
度
０
問
題
か
ら
逸
脆
す
る
か
ら
姑
く

簡
略
に
従
ひ
、
た
Ｖ
そ
の
家
系
を
顧
る
に
止
め
る
。

　

王
堀
。
高
平
人
。
自
云
本
太
原
人
。

　

趙
黒
。
字
文
静
、
初
名
海
、
本
涼
州
隷
戸
。
自
云
其
先
河
内
温
人
也
。
五
世
阻
術
、
晋
末
篤
平
遠
将
軍
西
夷
校
尉
。
因
居
酒
脱
安

　

禰
謳
。
海
生
而
涼
州
平
、
没
入
篤
閲
人
。
因
改
名
誌
黒
。

　

抱
疑
。
字
道
徳
。
安
定
石
唐
人
。
居
於
直
谷
。
自
言
其
先
姓
杷
。
涜
蜜
帝
時
杷
匡
誌
安
定
太
守
。
董
卓
時
惺
誄
、
由
是
易
氏
卯
家

　

焉
。
無
得
而
知
也
。

　

王
遇
。
字
慶
時
、
本
名
他
悪
。
馮
絹
李
潤
錨
光
也
。
呉
雷
光
不
蒙
、
倶
篤
莞
中
疆
族
。
自
云
其
先
姓
王
、
後
改
氏
鍔
耳
。
世
宗
時

　

復
改
篤
再
焉
・
白
音
世
已
来
恒
篤
渠
長
・
父
守
貴
篤
郡
功
曹
卒
・
（
載
数
）

宦
者
以
外
の
家
門
で
卑
佞
を
以
て
君
主
に
仕
へ
、
恩
賞
賄
賂
に
よ
り
致
富
す
る
家
人
が
衝
力
を
握
る
に
至
る
の
は
孝
文
帝
以
後
で
あ

る
・
即
ち
魏
書
及
び
北
史
思
倖
傅
に
列
せ
ら
れ
る
人
々
で
あ
る
。
孝
文
帝
崩
後
、
年
十
六
に
し
て
世
宗
宣
武
帝
即
位
し
庶
務
を
左
右

に
委
せ
た
た
め
、
茄
皓
・
王
仲
興
・
寇
猛
・
趙
脩
・
趙
邑
ら
の
近
侍
の
勢
力
が
加
っ
た
と
い
ふ
が
既
に
孝
文
帝
在
世
の
初
年
文
明
太

后
ｏ
掘
政
下
で
家
柄
卑
賤
の
宦
官
の
活
動
あ
り
し
こ
と
は
そ
の
兆
し
は
見
ら
れ
る
。
彼
等
は
門
閥
の
誇
る
べ
き
名
が
な
か
っ
た
の
で

同
姓
に
託
し
て
本
貫
を
名
族
に
恢
る
風
が
あ
っ
た
。
今
恩
幸
の
家
柄
を
瞼
べ
る
と
、

　

王
叡
。
字
洛
誠
。
白
云
太
原
１
　
陽
人
也
。
六
世
祖
横
悟
軌
參
軍
、
晋
乱
、
子
孫
因
居
於
武
威
姑
喊
。
父
橋
字
法
生
、
解
天
文
ト

　

迫
。
涼
州
平
、
入
京
。
家
貧
以
術
自
給
。
眠
仕
終
於
侍
御
中
散
。

　

王
仲
興
。
趙
郡
南
堅
人
也
。
父
天
徳
起
自
細
微
。
至
殿
中
伺
書
。
仲
興
幼
而
端
謹
、
以
父
任
早
給
事
左
右
。
・
：
仲
興
世
居
趙
郡
、
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自
以
塞
後
、
云
奮
出
京
兆
震
城
。
故
篤
雍
州
大
中
正
。
、

茄
皓
。
皓
既
官
達
。
自
云
本
出
雁
門
雁
門
人
。
詔
附
者
乃
因
薦
皓
於
司
徒
。
請
篤
肆
州
大
中
正
。
府
省
以
聞
。
詔
特
依
許
。

趙
邑
字
令
和
・
自
云
南
陽
人
・
：
微
輿
趙
脩
結
篤
宗
援
・
然
亦
不
甚
相
附
也
・
（
皿
上
弓
九
Ｅ
）

こ
０
外
、
‐
そ
０
氏
姓
を
詳
か
に
し
な
い
旨
を
明
記
し
た
例
も
あ
る
。
と
も
か
く
家
門
が
貴
族
殷
會
に
賓
力
を
以
て
進
出
し
て
ゆ
く
際

に
系
圖
偽
造
０
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
恐
ら
く
一
流
貴
族
の
承
認
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
貴
族
に
附
従
す
る
一
般
士
民
や
卑

賤
者
の
中
で
は
牛
ば
信
ぜ
ら
れ
か
っ
尊
敬
を
得
る
に
も
成
功
し
た
で
あ
ら
う
。
南
朝
に
在
っ
て
は
地
域
が
狭
い
た
め
貴
族
の
毅
交
界

も
限
ら
れ
異
動
も
少
く
除
り
に
も
家
系
が
互
に
識
ら
れ
て
ゐ
る
た
め
自
稀
貴
族
は
一
般
に
是
認
さ
れ
ず
効
果
が
な
い
か
ら
、
士
庶
の

籍
を
偽
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
一
流
貴
族
の
系
圖
を
盗
み
取
る
こ
と
は
著
し
く
な
い
。
北
方
は
数
次
の
混
鼠
に
よ
る
人
口
の
流
徒
を

経
、
魏
晋
の
系
譜
も
大
牛
亡
び
て
ゐ
る
た
め
割
合
に
し
や
す
か
っ
た
。
叉
前
掲
の
例
の
中
に
は
漢
族
以
外
の
家
門
も
見
ら
れ
、
種
族

混
淆
は
更
に
家
系
出
自
を
不
明
な
ら
し
め
た
ら
し
い
。

　

叉
彼
等
は
多
く
孝
文
帝
０
代
に
左
右
に
給
事
し
た
者
が
宣
武
帝
の
代
に
な
り
擾
頭
し
た
も
の
で
、
又
そ
の
職
掌
は
陳
掃
静
が
典
櫛

杭
、
徐
蓑
恭
が
執
衣
服
、
代
人
侯
剛
が
掌
食
典
御
な
り
し
如
く
、
君
主
の
私
生
活
上
の
近
侍
の
卑
職
が
多
い
。
ま
た
文
墨
を
習
は
す

と
も
武
藤
に
達
し
脅
力
あ
る
寇
猛
は
虎
責
で
あ
っ
た
。

　

も
と
よ
り
此
等
佞
幸
者
に
あ
ら
ざ
る
家
士
も
存
す
る
。
両
者
の
相
違
は
濁
富
と
清
貧
、
媚
事
と
抗
直
と
に
あ
る
。
儒
者
は
そ
の
典

型
で
あ
る
。
北
史
Ｅ
孫
恵
蔚
傅
に
、
「
魏
初
以
来
、
儒
生
家
官
、
恵
蔚
最
篤
頴
達
。
」
と
あ
り
、
一
般
儒
者
は
冷
遇
さ
れ
た
ら
し
い
。

つ
ゞ
い
て
、
彼
の
傅
に
曰
く
、

　

先
軍
名
蔚
。
正
始
中
侍
講
禁
内
。
夜
論
佛
経
、
有
恢
帝
旨
。
詔
使
加
恵
蔚
法
師
焉
。
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帝
王
貴
族
は
特
に
こ
つ
／
～
學
究
す
る
熱
心
も
必
要
も
な
く
、
た
ゞ
彼
等
の
生
活
程
度
に
和
庶
な
る
教
養
を
身
に
つ
け
よ
う
と
思

へ
ば
深
み
と
魅
力
の
あ
り
、
か
っ
一
字
一
句
の
解
祥
の
不
富
が
難
詰
さ
れ
る
儒
教
と
違
っ
て
理
解
の
深
浅
に
し
た
が
０
　
夫
々
法
悦
に

ひ
た
り
う
る
佛
典
を
好
ん
だ
。
儒
家
が
佛
教
を
撮
受
し
所
謂
佛
儒
と
な
っ
た
ｏ
も
一
部
の
理
由
は
こ
の
優
に
存
す
る
か
と
思
ふ
。
周

書
孝
義
傅
Ｊ
に
列
せ
ら
れ
る
皇
甫
混
も
累
世
寒
微
で
喪
に
居
り
檀
あ
り
か
っ
佛
斎
を
併
せ
行
っ
た
と
い
ひ
儒
教
主
義
の
家
門
は
佛
教

を
賀
面
目
に
取
り
入
れ
る
に
傾
い
た
一
例
で
あ
る
。
隋
の
劉
眩
は
（
心
Ｊ
）
自
分
の
大
幸
四
を
数
へ
、
そ
の
一
に

　

性
本
愚
款
、
家
業
貧
班
。
認
父
兄
所
饒
。
厠
綴
紳
之
末
二
逐
得
博
覧
典
詰
。

と
い
ａ
ヽ
孟
信
み
弓
は
廣
七
索
直
の
人
で
あ
Ｋ
^
'
-
Ｒ
ヽ

　

家
世
貧
寒
、
頗
傅
學
業
。
信
常
曰
、
窮
則
曼
、
爰
則
通
。
吾
家
世
傅
儒
學
、
而
未
有
通
官
。
営
由
儒
非
世
務
也
。
遂
感
激
、
棄
書

　

従
軍
。

　

た
ゞ
し
儒
林
に
列
せ
ら
れ
て
も
そ
の
人
品
に
お
い
て
士
流
の
置
格
な
き
例
も
あ
る
・
張
景
仁
（
皿
喪
酷
゛
は
幼
孤
家
貧
ヽ
學
書
を
以

て
業
と
な
し
世
宗
の
賓
客
と
な
り
才
學
を
買
ひ
被
ら
れ
小
心
恭
惧
を
以
て
稀
せ
ら
れ
た
が
、
本
よ
わ
識
見
な
く
性
常
謙
で
立
身
し
て

か
ら
隔
傲
と
な
っ
た
。
そ
の
妻
は
姓
奇
と
い
ひ
氏
族
の
出
づ
る
所
を
知
る
な
く
、
容
制
音
附
事
々
庸
性
で
あ
る
が
、
夫
が
出
世
し
た

篤
王
妃
公
主
と
朝
訓
を
同
じ
う
し
た
が
失
態
が
あ
っ
て
笑
は
れ
た
。
彼
の
一
門
は
既
に
富
貴
と
な
り
彼
も
自
ら
貴
遊
な
り
と
許
し
た

が
、
史
に
は
「
自
蒼
頷
以
来
、
八
暇
取
進
、
一
人
而
已
。
」

　

と
既
し
て
ゐ
る
。
書
道
は
貴
族
必
須
の
教
養
で
あ
り
、
宋
の
劉
穆
之
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

武
帝
の
１
　
拙
き
を
以
て
、
「
小
技
な
り
と
雖
も
少
し
く
意
を
用
ひ
ら
れ
よ
。
」

　

と
諌
め
た
と
い
ふ
話
が
あ
る
。
六
朝
文
明
の
一
精
華
た

る
書
道
は
貴
族
生
活
に
惨
透
し
つ
い
で
家
人
に
及
び
工
書
を
以
て
知
遇
を
受
け
た
恩
倖
者
の
例
は
南
朝
に
も
多
い
。
工
書
の
取
柄
だ

け
で
學
識
あ
り
と
思
は
れ
、
博
士
と
楊
せ
ら
れ
た
此
の
張
景
仁
の
例
は
儒
素
と
恩
倖
と
の
中
間
に
立
つ
寒
門
の
官
途
進
出
の
路
の
Ｉ
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０
型
を
代
表
し
て
ゐ
る
。

　

そ
の
他
、
儒
者
で
は
な
く
と
も
思
想
堅
賓
な
儒
家
的
気
質
０
者
は
寒
微
か
ら
立
身
し
て
高
官
に
つ
い
て
も
、
鴫
奢
に
た
ら
す
、
匪

躬
の
節
を
致
し
、
資
産
を
管
ま
す
功
努
を
積
ん
だ
。
張
彫
典
離
）
（
詰
）
喪
瑳
（
ぴ
ハ
）
郭
絢
（
惣
や
蕊
吏
に
な
ら
れ
企
業

（
皿
斉
一
作
）
の
如
き
人
々
で
あ
匹
・
こ
れ
ら
は
魏
晋
家
±
０
遺
風
を
楡
ぎ
國
家
０
綱
紀
維
持
の
支
柱
と
な
っ
た
名
士
と
稀
す
べ
き
で
あ

　
　

る
が
、
佞
幸
者
は
そ
の
特
幄
に
よ
り
財
を
蓄
積
し
、
初
め
は
貧
し
く
と
も
暴
富
を
来
す
を
得
た
。
ま
た
一
般
に
商
工
者
は
富
力
に
よ

　
　

り
官
途
に
就
か
ん
と
努
力
し
だ
ご

　
　

た
。
濁
れ
り
と
も
縫
會
の
動
向
は
む
し
ろ
後
者
の
擾
頭
即
ち
身
分
観
念
に
對
す
る
耳
金
主
義
の
挑
戦
に
よ
り
影
響
を
受
け
っ
ｘ
あ
っ

　
　

た
。
印
ち
貴
族
に
し
て
貧
し
く
、
寒
門
に
し
て
富
裕
の
者
が
生
じ
た
。

　
　
　

趙
脩
は
世
宗
の
寵
を
得
、
そ
の
父
の
葬
に
は
王
公
以
下
百
官
が
悉
く
會
葬
し
、
政
府
で
は
民
の
車
牛
を
脅
し
碑
銘
石
獣
石
柱
を
蓮

　
　

ば
せ
一
切
の
費
用
は
官
か
ら
支
出
し
た
。
し
か
も
彼
は
喪
に
臨
み
、
戚
容
な
く
、
賓
客
と
共
に
婦
女
に
戯
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
。
彼
の

　
　

邸
宅
は
周
博
崇
麗
で
諸
王
に
擬
し
、
隣
接
地
０
所
有
者
は
賂
入
し
て
高
官
を
得
た
。
し
か
し
さ
す
が
に
葬
儀
の
際
０
失
態
か
ら
弾
劾

　
　

さ
れ
笞
殺
さ
れ
た
。

　
　
　

俄
か
成
金
た
る
寒
人
の
心
理
と
し
て
庭
園
を
構
へ
趣
味
を
こ
ら
し
た
檜
館
を
た
て
草
木
を
種
ゑ
て
喜
ん
だ
の
に
は
茄
皓
の
例
か
あ

　
　

る
。
又
彼
は
弟
の
篤
に
安
豊
王
延
明
の
妹
を
聘
し
た
が
、
延
明
は
彼
が
奮
流
で
な
い
の
を
恥
ぢ
許
さ
た
い
の
を
、
彼
と
結
托
し
て
ゐ

　
　

る
宗
室
の
北
海
王
詳
が
「
官
職
を
寛
め
ん
と
欲
せ
ば
い
か
に
か
茄
皓
と
婚
姻
せ
ざ
ら
ん
や
。
」

　

と
勤
め
て
納
得
さ
せ
た
。
宗
室
で
も

　
　

か
ｘ
る
卑
賤
の
漢
人
後
力
者
に
頭
が
上
ら
な
い
様
が
分
る
。
普
通
の
寒
人
で
は
士
人
の
女
に
婚
す
る
０
は
容
易
で
は
な
い
が
、
帝
幄

Ｊ

　

の
蜷
か
っ
た
北
朝
ご
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つ
た
。
茄
皓
も
か
っ
て
世
宗
の
意
に
よ
り
同
車
を
許
さ
れ
よ
う
と
し
た
時
、
黄
門
侍
郎
元
匡
の
諌
止
で
叶
へ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
が
、
人
事
を
左
右
す
る
様
に
な
る
と
既
に
部
族
生
活
を
離
れ
た
た
め
官
僚
と
な
る
外
な
き
宗
室
は
親
近
少
数
者
を
除
き
憚
ら
ね

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
だ
。
北
魏
は
國
初
以
来
名
族
を
中
正
に
任
じ
門
閥
・
才
行
瀧
美
を
理
想
と
し
て
人
を
取
り
、
孝
文
帝
の
時
、

膏
州
大
中
正
房
堅
・
幽
州
中
正
陽
尼
は
帝
の
旨
に
施
じ
各
丈
其
の
子
を
推
薦
し
て
憚
ら
な
か
っ
た
が
帝
も
時
人
も
常
然
の
こ
と
と
獄

認
し
た
有
様
で
あ
っ
た
。

　

家
人
は
中
央
で
人
事
を
左
右
す
る
と
共
に
、
家
系
を
郡
望
に
繋
ぎ
そ
の
州
の
中
正
に
な
っ
た
。
前
掲
王
仲
興
の
雍
州
大
中
正
、
寇

猛
の
燕
州
大
中
正
の
如
く
、
彼
等
は
貴
族
０
家
譜
に
通
せ
ず
、
士
庶
を
気
別
す
べ
き
職
任
に
堪
へ
ら
れ
な
か
っ
た
に
違
ひ
な
い
。
か

く
て
官
階
と
家
格
と
に
調
和
を
認
め
る
中
正
制
０
精
祁
は
北
魏
末
よ
り
以
降
大
い
に
混
氾
し
か
。
茄
皓
の
如
き
も
彼
に
詔
附
す
る
者

が
司
徒
に
薦
め
肆
州
大
中
正
に
な
り
え
た
。
南
朝
で
は
家
人
が
中
正
と
な
る
例
は
な
く
、
そ
０
代
り
貴
族
の
中
正
た
る
者
の
職
板
が

軽
く
な
っ
た
。
こ
Ｘ
に
南
北
０
相
違
が
あ
る
。

　

①

　

北
史
九
〇
蒋
少
游
傅
。
楽
安
録
昌
人
也
。
魏
慕
容
白
曜
之
単
車

　
　
　
　

故
改
之
陳
。
少
而
孤
貧
ご

　
　
　

陽
、
見
俘
入
於
手
城
。
充
学
贅
戸
。
後
配
雲
中
諾
兵
。
Ｉ
Ｉ
Ｉ
奥
（
高
）

　
　

④

　

魏
書
二
八
、
北
史
二
〇
、
李
栗
傅
。
「
雁
門
人
也
。
昭
成
時
父
祀
入

　
　
　

聴
似
補
中
書
博
士
。
自
在
中
書
。
恒
庇
於
李
沖
兄
弟
子
姪
之
門
。

　
　
　
　

國
。
」

　

と
あ
り
、
三
節
に
記
し
だ
李
氏
は
け
だ
し
彼
の
裔
か
と
思

　
　
　

始
北
方
不
悉
肯
州
蒋
族
。
或
謂
少
游
本
非
人
士
。
又
少
游
微
閃
工

　
　
　
　

ふ
。

　
　
　

驀
自
注
、
是
以
公
私
人
望
不
至
相
重
。
唯
高
允
・
李
冲
曲
篤
殼

　
　

⑧

　

南
史
一
五
劉
穆
之
傅
。
帝
書
素
拙
。
穆
之
日
、
此
雖
小
事
、
然
宜

　
　
　

練
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布
四
逍
。
願
公
小
復
留
意
。
帝
既
不
能
留
意
。
又
塵
分
有
在
。
穆

　

②

　

魏
書
四
二
、
北
史
三
六
、
蔀
聴
傅
、
參
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之
乃
日
、
公
但
縦
筆
儒
大
字
。
一
字
程
尺
、
無
嬢
大
。
既
是
有
所

　

③

　

晋
書
一
〇
二
劉
聴
載
記
「
後
部
人
也
。
本
姓
高
。
以
生
月
妨
父
、

　
　
　
　

包
、
其
勢
亦
美
。
帝
従
之
。
一
紙
不
遜
六
七
字
便
満
。

-－38



2７1

④

　

張
彫
武
。
中
山
北
平
人
也
。
家
世
寒
微
。
其
兄
蘭
武
仕
倚
書
令

　

Ｉ
。
史
。
微
有
資
産
。
者
響
血
彫
武
自
以
出
於
微
賤
、
致
位
大
臣
、
勅
精
在

　
　

公
、
有
匪
躬
之
節
。
｛
北
史
八
一
、
又
北
斉
四
四
張
雛
｝

　
　
　

雪
暖
。
除
大
宗
正
卿
。
宗
室
以
其
寒
士
、
相
具
軽
之
。
暖
案
法

　
　

推
正
、
甚
見
難
疾
。
官
雖
通
顛
。
貧
磨
如
初
。
清
肯
之
操
、
侭
時

　
　

所
重
。
（
同
八
六
、
又
魏
書
八
八
）

六

　

北
朝
後
期
０
政
局
と
貴
族
√
家
門

　

郭
絢
。
河
東
安
邑
人
。
家
世
塵
微
。
初
篤
官
書
令
史
。
後
以
軍

功
、
秤
儀
同
。
歴
敷
州
司
馬
長
史
。
（
同
右
、
隋
書
七
三
）

　

孟
業
。
拒
鹿
安
図
人
。
家
本
京
微
、
少
篤
州
吏
。
性
廉
謹
。
同

寮
諸
人
、
侵
盗
官
絹
三
十
疋
、
具
之
。
拒
而
不
受
。
（
北
斉
書
四

六
）

　

北
魏
０
東
西
分
裂
後
０
家
人
０
勢
力
及
び
こ
れ
に
闘
し
て
貴
族
の
舷
況
を
見
る
。
高
歓
は
魏
政
を
檀
―
に
し
た
佞
倖
徐
屹
・
鄭
優

を
斬
り
帝
側
を
清
め
ん
と
て
、
自
ら
は
阻
父
以
来
北
逡
鮮
卑
の
間
に
伍
し
た
漢
人
家
門
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
潮
海
の
高
乾
兄
弟
と

通
譜
し
、
そ
れ
に
由
っ
て
中
原
名
族
封
隆
之
・
李
元
忠
・
魏
蘭
根
・
崔
逞
と
も
結
托
す
る
を
得
、
開
貳
を
勢
力
下
に
牧
め
、
普
泰
二

年
四
月
、
孝
武
帝
を
洛
陽
に
擁
立
し
た
。
彼
の
部
下
は
北
逡
鮮
卑
系
兵
士
か
ら
な
り
、
魏
末
北
族
堀
起
の
齢
波
を
う
け
、
漢
慢
雨
者

を
調
停
し
自
己
の
傘
下
に
容
れ
ん
と
努
力
し
た
が
、
北
族
を
特
に
尊
重
し
た
傾
向
は
な

恕
・
誉
士
と
評
せ
ら
れ
る
如
く
、
苑
陽
の
盧
景
裕
ら
の
叛
心
を
寛
容
し
儒
學
を
講
せ
し
め

宇
文
氏
に
伍
し
て
人
望
を
博
せ
ん
と
し
た
。

｀

　

い①

。
む
し
ろ
漢
人
豪
族
の
地
位
を
認
め
、
仁

文
武
官
の
貪
賄
を
し
ば
し
放
任
し
て
梁
や

　

そ
０
子
高
澄
は
東
魏
元
象
元
年
、
吏
部
侮
１
　
と
し
て
、
魏
崔
亮
の
停
年
格
を
止
め
、
年
辱
を
以
て
せ
す
賢
才
を
抜
擢
す
る
方
針
に

改
め
’
｡
　２
＊
　
郎
に
は
人
地
共
に
優
れ
し
名
族
０
子
弟
を
選
び
、
彼
等
を
優
遇
し
た
。
文
宣
帝
高
洋
は
濯
民
０
元
姓
を
妄
裕
す
る
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

悉
く
本
姓
に
還
ら
し
め
、
名
を
門
閥
に
籍
る
弊
を
除
い
た
。
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崔
亮
４
ぴ
は
魏
の
高
頑
Ｔ
世
宗
の
代
、
吏
部
郎
と
し
ｔ
十
年
近
く
選
事
に
１
　
し
、
才
望
瀧
允
と
稀
せ
ら
れ
た
八
八
蕭
宗
孝
明

帝
の
代
に
吏
部
伺
書
に
陸
っ
だ
。
時
に
刎
林
の
鮮
卑
武
人
が
登
用
さ
れ
難
き
を
怨
み
張
彝
父
子
を
殺
傷
し
た
直
後
で
あ
っ
た
。
彼
は

鮮
卑
人
に
呉
ふ
べ
き
官
は
限
ら
れ
任
官
希
望
者
は
多
敷
で
あ
り
、
鐙
衡
の
劇
職
は
尚
書
以
下
中
央
少
数
の
官
の
婚
ふ
所
で
あ
り
、
か

っ
元
来
弩
を
張
り
前
駆
し
眼
を
指
し
捕
朧
す
る
０
み
の
能
し
か
な
い
鮮
卑
人
に
對
し
て
人
材
気
別
の
要
も
な
し
と
て
、
士
の
賢
愚
を

問
は
す
停
解
の
日
月
を
以
て
断
と
な
す
停
年
格
を
立
て
た
。
時
に
既
に
門
閥
尊
重
の
念
は
少
く
と
も
官
界
で
は
動
揺
し
賢
才
主
義
Ｏ

叫
び
が
阜
っ
て
ゐ
た
の
に
こ
の
便
宜
的
佃
縫
策
は
多
く
の
朝
士
を
失
望
さ
せ
た
。
正
光
年
中
吏
部
恂
書
と
な
っ
た
葬
淑
は
停
年
格
を

改
め
ん
と
奏
し
た
が
容
れ
ら
れ
ず
（
ユ
作
一
）
北
斉
に
及
び
９
　
才
主
義
が
賓
現
さ
れ
た
詳
で
あ
る
。

　

こ
れ
よ
り
後
、
北
斉
０
孝
昭
帝
も
王
士
良
・
高
叡
・
崔
昂
を
し
て
郡
國
を
分
行
せ
し
め
、
但
一
介
の
善
あ
る
者
は
以
聞
せ
ざ
る
な

雲
Ｌ
め
九
・
（
詰
数
）

　

こ
の
精
紳
は
西
魏
に
お
い
て
は
蘇
鈴
の
意
見
に
強
く
現
れ
て
ゐ
る
。
彼
は
雍
州
０
名
門
で
宇
文
案
に
知
ら
れ
、
治
道
を
論
じ
た
。

そ
０
脆
は
傅
統
的
儒
家
思
想
に
申
韓
を
酌
ん
で
ゐ
る
。
大
統
十
年
頒
布
さ
れ
た
六
條
の
詔
書
は
彼
の
主
張
に
基
く
が
其
四
擢
賢
良
に

曰
く
、

　

今
刺
史
守
令
悉
有
僚
吏
、
皆
佐
治
之
人
也
。
刺
史
府
官
則
命
於
天
朝
、
其
州
史
以
下
放
牧
守
自
置
。
自
昔
以
来
、
州
郡
大
吏
但
取

　

門
資
、
多
不
拝
賢
良
。
末
曹
小
吏
、
唯
試
刀
筆
、
放
不
問
士
行
。
夫
門
貿
者
乃
先
世
之
爵
禄
、
無
妨
子
孫
之
愚
替
。
刀
筆
者
乃
身

　

外
末
材
、
不
服
性
行
之
浸
偽
。
若
門
資
之
中
而
得
賢
良
、
是
則
策
騏
騏
而
取
千
里
也
。
若
門
賃
之
中
而
得
愚
弩
、
是
則
土
牛
木

　

馬
、
形
似
而
用
非
、
不
可
以
渉
道
也
。
若
刀
筆
之
中
而
得
志
行
、
是
則
金
相
玉
質
、
内
外
倶
美
、
竃
篤
人
賓
也
。
若
刀
筆
之
中
而

’
得
検
偽
。
是
則
飾
書
朽
木
、
悦
目
一
時
、
不
可
以
充
―
橡
之
用
也
。
今
之
湿
阜
者
、
富
不
限
資
蔭
、
唯
在
得
人
。
萄
得
其
人
、
自

40



　

・
可
起
隋
養
而
篤
卿
相
。
伊
尹
傅
説
是
也
。
而
況
州
郡
之
職
乎
。

け
だ
し
南
北
朝
で
高
級
の
官
に
は
賢
愚
を
と
は
す
、
専
ら
貴
族
が
な
り
、
下
級
の
吏
に
は
徳
行
の
淳
薄
を
別
た
挙
専
ら
家
門
が
用
０
　

ら
れ
、
朝
廷
の
鐙
衡
０
幄
が
上
級
に
限
ら
れ
、
し
か
も
貴
族
の
意
志
で
歪
曲
さ
れ
た
の
を
非
と
し
、
上
下
を
通
じ
才
行
を
以
て
探
用

す
べ
き
精
紳
を
述
べ
た
も
０
で
あ
る
。

　

宇
文
泰
と
高
歓
は
共
に
撥
似
の
英
雄
で
魏
分
裂
前
後
の
弊
事
は
一
時
的
に
除
去
さ
れ
賢
才
主
義
が
官
界
に
叫
ば
れ
、
鮮
卑
た
る
と

漢
人
な
る
と
を
問
は
す
國
家
の
醒
統
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
情
勢
に
あ
つ
た
。
し
か
る
に
北
周
に
お
い
て
は
英
主
武
帝
が
十

八
年
に
亘
る
治
績
を
あ
げ
隋
唐
統
一
の
先
駆
を
な
し
た
の
に
對
し
北
斉
で
は
世
組
武
成
帝
の
後
、
十
二
年
に
亘
る
後
主
の
弊
政
あ
り

國
勢
振
は
す
、
卑
賤
の
宦
官
恩
幸
が
朝
廷
に
多
数
進
出
し
た
。
そ
の
尤
た
る
者
は
西
域
商
胡
素
和
氏
の
裔
、
和
士
開
（
峰
筒
城
四

　
　

で
あ
る
。
彼
は
文
宣
帝
か
ら
は
軽
薄
の
小
人
と
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
在
位
中
か
ら
皇
帝
長
廣
王
と
親
押
し
長
す
る
所
の
握
型
の
戯

　
　

（
雙
陸
）
を
篤
し
王
が
位
を
欄
宮
武
成
帝
と
な
る
や
、
寵
遇
日
に
進
み
、
君
臣
の
破
を
な
み
し
諸
鄙
褒
を
極
め
た
。
か
つ
て
世
胆
に
説

　
　

い
て
「
自
古
帝
王
書
篤
友
燧
。
尭
舜
築
紺
、
竟
復
何
異
。
陸
下
宜
及
少
壮
、
恣
意
作
察
、
縦
横
行
之
。
卸
是
一
日
快
活
、
敵
千
年
。

　
　

國
事
分
付
大
臣
、
何
慮
不
辨
。
無
篤
自
勤
苦
也
。
」

　

と
い
っ
た
が
、
か
ゝ
る
放
胆
な
刹
那
主
義
０
告
白
を
聞
く
と
漢
族
０
傅
統
た
る

　
　

紳
仙
を
求
め
る
享
楽
主
義
と
も
違
っ
だ
異
國
的
な
音
調
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
世
祖
は
臨
終
に
士
開
の
手
を
握
り
後
主
を
顧
託
し
た
。
彼

　
　

は
又
胡
太
后
と
・
辿
じ
宮
披
を
旋
既
し
、
趙
郡
王
叡
ら
大
臣
の
弾
劾
を
受
け
た
が
、
後
主
太
后
は
彼
を
信
倚
し
、
武
９
　
元
年
瓊
邪
王
誓

　
　

０
た
め
珠
せ
ら
れ
る
迄
、
径
勢
を
檀
々
に
し
た
。
彼
が
商
質
０
家
で
あ
る
開
係
か
ら
富
商
大
賢
が
朝
夕
門
を
１
　
め
、
廉
恥
を
知
ら
ぬ

　
　

者
多
く
附
會
し
、
彼
も
亦
末
技
左
道
を
事
と
す
る
者
を
擢
ん
で
た
。
か
つ
て
自
分
０
人
相
を
占
ひ
中
て
た
解
法
選
を
府
１
　
軍
と
し

麗
た
（
心
稽
四
）
如
１
ぶ
恋
た
・

-
４
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和
士
開
の
誄
後
、
穆
提
婆
及
び
そ
の
母
陸
令
萱
が
胡
后
に
媚
び
て
勢
を
得
、
そ
の
他
高
歓
の
時
以
来
卑
職
に
事
へ
て
ゐ
た
考
が
一

斉
に
宮
廷
の
斎
既
に
乗
じ
撞
頭
し
た
。
高
阿
那
肱
・
韓
鳳
（
長
鸞
）
は
提
婆
と
共
に
武
手
中
三
貴
と
稀
せ
ら
れ
た
。
南
朝
と
違
っ
て

彼
等
は
特
に
吏
事
の
能
あ
る
譚
で
な
く
全
く
歌
舞
曲
唇
の
末
技
で
君
主
の
寵
を
え
た
０
で
一
戯
の
賞
や
ｘ
も
す
れ
ば
互
萬
を
蹄
ゆ
と

云
は
れ
た
。

　

崔
季
舒
・
阻
誕
ら
士
人
は
彼
等
を
斥
け
ん
と
書
策
し
た
が
、
後
来
は
大
臣
に
對
し
て
は
會
ふ
の
を
恐
怖
し
、
近
侍
と
で
な
け
れ
ば

交
語
し
な
い
有
様
な
０
で
失
敗
に
諮
し
た
。
韓
鳳
は
朝
士
に
向
ひ
、
「
狗
大
不
可
耐
、
唯
須
殺
却
。
」

　

と
晋
っ
た
が
、
武
職
を
見
れ
ば

匯
養
末
品
と
雖
も
こ
れ
を
容
下
し
た
と
い
ふ
。

　

暗
君
と
そ
の
恩
幸
、
明
主
と
そ
の
賢
才
主
義
、
何
れ
に
し
て
も
従
来
０
門
閥
貴
族
は
朝
廷
の
官
途
か
ら
快
く
迎
へ
ら
れ
な
く
な
っ

た
。
し
か
し
彼
等
の
迷
夢
は
さ
め
ず
、
空
疏
な
る
家
名
を
誇
り
、
名
券
毀
損
や
結
婚
問
題
で
Ｉ
騒
ぎ
し
、
仲
間
同
士
と
競
挙
や
誹
膀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

で
日
を
暮
し
た
。
魏
収
旋
史
の
一
語
以
て
北
朝
末
期
０
士
人
の
風
樹
を
察
す
べ
き
で
あ
る
。

　

家
人
が
士
人
と
挙
っ
て
勝
利
を
占
め
る
武
器
は
君
主
の
恩
遇
と
富
力
と
で
あ
っ
た
。
北
有
１
　
匹
儒
林
傅
序
に
「
士
流
及
豪
富
之
家
」

の
並
梱
あ
り
、
士
人
な
ら
ざ
る
富
豪
の
組
頭
を
窺
は
し
め
る
。
匹
々
の
殴
と
種
族
混
淆
の
た
め
家
系
は
い
よ
く
曖
昧
に
な
っ
た
。

天
下
統
一
の
機
運
が
ほ
の
み
ぇ
る
と
共
に
六
朝
貴
族
制
に
も
新
柿
換
が
窺
は
れ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　

。

　

北
周
０
諸
帝
も
豪
族
の
資
力
を
認
め
た
上
で
施
政
を
行
っ
た
。
大
組
文
帝
即
ち
宇
文
泰
が
即
位
前
に
魏
帝
の
詔
拡
よ
り
高
歓
を
討

た
ん
と
す
る
時
０
檄
文
に
、

　

其
州
鎖
郡
新
命
土
人
黎
、
或
州
郷
冠
腿
、
或
動
庸
世
府
。
泣
捨
逆
錨
順
、
立
敷
軍
門
。
封
賞
之
科
、
已
有
別
格
。
凡
百
君
子
可
不

塁
二
帽
）
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と
あ
る
が
、
こ
れ
は
高
歓
が
文
武
官
の
貪
賄
を
治
せ
ん
と
請
う
た
杜
弼
の
意
見
を
斥
け
、
「
宇
文
泰
は
此
等
官
僚
の
家
属
が
そ
の
領
内

に
住
む
の
を
楯
に
と
り
招
誘
し
つ
ｘ
あ
り
、
梁
の
武
帝
は
中
原
士
大
夫
が
正
朔
の
所
在
と
仰
ぐ
所
で
あ
り
、
急
い
で
彼
等
の
不
正
を

糾
弾
し
て
人
望
を
失
っ
て
は
な
ら
ぬ
・
」

　

と
保
留
を
勧
め
て
ゐ
る
態
度
と
あ
は
せ
考
穴
＾
枇
斉
啓
一
想
政
局
の
決
定
後
が
貴
族
に

存
し
た
情
勢
を
知
る
に
足
る
。
そ
し
て
開
東
に
高
澄
楊

知
れ
ば
開
西
に
蘇
緯
唐
瓊
あ
り
、
か
ｘ
る
地
方
豪
族
の
官
僚
化
に
轟

　
　

力
し
た
。
そ
の
際
標
準
は
む
し
ろ
人
材
本
位
に
傾
い
て
き
た
。
建
徳
五
年
、
周
０
武
帝
が
北
斉
を
討
た
ん
と
し
た
時
の
詔
に
、
「
都
魯

　
　

の
楷
紳
、
一
介
の
稀
す
べ
き
あ
ら
ば
鐙
録
せ
ん
。
」

　

と
呼
び
か
け
て
ゐ
る
。

　
　
　

北
斉
を
亡
し
た
翌
六
年
七
月
の
詔
に
よ
れ
ば
、
山
東
諸
州
の
才
あ
る
者
は
上
甑
六
人
、
‥
中
甑
五
人
、
下
甑
四
人
を
阜
げ
行
在
に

　
　

赴
き
治
政
の
得
失
を
論
せ
し
め
、
九
月
に
は
同
じ
地
方
に
對
し
一
経
以
上
に
明
か
か
る
儒
生
を
州
郡
に
翠
選
し
磯
を
以
て
京
師
に
腿

　
　

遣
せ
し
め
た
二
一
一
書
）

　
　
　

大
統
十
二
年
、
蘇
緯
に
っ
い
で
唐
瑳
は
吏
部
伺
書
と
し
て
綜
衡
を
鐙
し
、
人
倫
の
鑑
が
あ
り
、
梁
の
元
帝
の
抹
る
江
陵
が
魏
に
占

　
　

領
さ
れ
、
衣
冠
仕
伍
並
び
に
僕
隷
の
境
涯
に
陥
っ
な
際
に
、
そ
の
才
行
片
善
あ
る
者
を
菟
・
議
し
て
元
の
身
分
に
復
し
、
評
判
が
よ
か

　
　

っ
た
・
（
頴
筥

　
　
　

北
周
は
隋
の
統
一
の
先
謳
を
な
し
た
時
期
で
、
上
述
の
如
く
山
東
及
び
湖
廣
を
領
有
す
る
と
そ
の
地
の
豪
族
は
長
安
に
件
ひ
行
か

　
　

れ
仕
官
し
て
周
室
の
基
礎
を
固
め
る
べ
く
奉
仕
す
る
に
至
っ
た
。
隋
１
　
心
梁
彦
光
０
傅
に
抹
乱
と
ヽ
北
斉
が
亡
び
る
と
衣
冠
の
士
人

　
　

は
多
く
開
内
に
遷
り
、
技
巧
商
販
楽
戸
の
家
の
み
州
郭
に
賓
ち
人
情
不
穏
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
は
私
俸
を
散
じ
て
山
東
の
大
儒
を
招

　
　

致
し
、
毎
郷
に
學
を
立
て
専
ら
聖
哲
の
書
を
教
授
さ
せ
、
争
訟
０
風
を
ヽ
や
め
た
λ
い
ふ
。
ま
た
庫
秋
士
文
’
Ｊ
）
の
傅
に
は
、
周
の
平

2
7

　

脊
の
際
ヽ
山
東
の
衣
冠
は
多
く
周
師
を
迎
へ
た
の
に
、
ひ
と
り
閉
門
自
ら
守
っ
た
彼
は
却
っ
て
武
帝
か
ら
奇
と
せ
ら
れ
、
刺
史
を
授
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け
ら
れ
た
と
あ
る
。

　

江
陵
の
平
ぐ
や
百
官
士
民
の
奴
婢
に
没
す
る
者
十
節
萬
と
い
ぶ
か
（
Ｊ
書
゛
普
通
の
士
民
出
身
の
者
が
建
徳
六
年
に
放
冤
さ
れ
ゝ
乃

至
は
部
曲
客
女
と
た
っ
た
外
に
、
数
十
人
の
措
紳
は
も
と
の
身
分
に
復
肺
を
許
さ
れ
た
。
そ
れ
は
庚
季
才
盲
心
）
が
江
陵
心
俘
に
な

っ
た
士
人
の
中
の
親
故
の
者
を
自
己
に
賜
っ
た
品
物
を
散
じ
て
購
０
　
、
宇
文
案
の
問
０
　
に
答
へ
、
魏
晋
の
前
例
を
引
き
、
曰
く

　

今
郡
都
覆
敗
、
君
信
有
罪
。
偕
紳
何
咎
、
皆
篤
賤
隷
。
鄙
人
嘱
族
、
不
敢
献
言
、
誠
切
哀
之
。
故
噴
購
焉
。

と
。
そ
れ
で
宇
文
案
も
そ
ｏ
天
下
の
望
を
失
は
ん
と
し
た
過
誤
を
悟
り
上
述
の
處
置
に
で
た
。

　

總
じ
て
北
朝
の
後
期
に
は
漸
く
天
下
統
一
の
機
連
が
生
じ
、
西
魏
・
北
周
の
軍
制
改
革
や
一
般
施
策
に
見
る
ご
と
く
天
子
の
専
制

梗
力
が
強
化
さ
れ
っ
ｘ
あ
り
、
従
来
の
貴
族
階
級
は
そ
０
宗
族
の
團
結
力
を
も
っ
て
自
己
の
仲
間
の
地
位
保
持
を
計
る
外
に
、
君
幄

の
下
、
官
職
を
奉
じ
て
安
全
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
状
態
に
至
っ
た
。
長
い
間
の
戦
尨
や
流
徒
こ
と
に
蜃
漢
の
氏
姓
受
更
等
の
事
情

を
へ
て
家
系
混
淆
し
、
總
顛
と
し
て
純
正
な
血
統
０
有
す
る
威
光
が
槌
色
し
て
き
た
と
も
見
ら
れ
る
。

　

河
東
０
郡
姓
で
曾
阻
以
来
襄
陽
に
寓
居
し
か
肺
恰
に
つ
い
て
、
江
表
取
人
、
多
以
世
族
。
惰
既
稲
族
、
不
被
擢
用
。
然
負
才
使

　

気
、
未
嘗
趣
世
縁
之
門
。

か

　

隋
承
周
制
、
官
無
清
濁
。
彦
師
在
職
、
凡
所
任
人
、
頗
気
別
於
士
庶
。
論
者
美
之
。

と
あ
し
心
南
朝
に
比
し
て
北
方
で
は
貴
族
制
は
一
勝
著
し
く
動
播
し
、
殊
に
官
階
と
の
對
座
開
係
は
破
綻
し
っ
ｘ
あ
っ
た
と
思
は
れ

る
・
も
と
ｆ
り
常
時
の
大
臣
に
は
弘
農
の
楊
氏
、
武
功
の
蘇
氏
、
河
東
０
柳
氏
の
如
き
名
門
の
人
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
君
主
が
彼
等

の
個
人
的
才
能
と
そ
れ
を
補
強
す
べ
き
藍
會
的
威
望
を
合
せ
評
價
し
政
治
的
裁
量
を
以
て
そ
の
統
治
に
奉
仕
さ
せ
た
の

八
に
坐
し
て
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門
閥
の
勢
力
を
獣
認
す
る
０
で
な
く
、
門
閥
赴
會
に
或
る
程
度
隨
順
し
っ
ｘ
も
こ
れ
を
利
用
せ
ん
と
努
力
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

し
か
し
て
地
方
豪
族
に
對
し
て
地
方
官
が
抑
塗
手
段
に
で
た
例
が
少
く
な
い
。
し
か
し
て
家
士
と
見
な
さ
れ
る
者
に
、
周
に
叱
羅
協
・

呂
思
磯
、
隋
に
陳
茂
・
張
定

ら
の
如
き
人
が
ゐ
る
が
、
南
朝
政
治
史
に
お
け
る
如
く
、
彼
等
が
集
團
勢
力
を
な
し
て
貴
族
に
富
っ
た

と
い
ふ
現
象
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
代
り
六
朝
よ
り
隋
唐
に
移
る
に
っ
れ
、
士
族
間
０
上
下
即
よ
り
も
良
賤
貰
別
が
重
視
さ
れ
て

く
る
傾
向
が
あ
る
。
北
朝
の
史
籍
で
は
士
民
と
熟
し
、
ま
た
民
望
の
語
が
習
見
し
、
官
吏
と
農
民
中
の
有
力
者
と
は
共
に
北
方
民
族

治
下
の
被
征
服
者
と
し
て
法
制
上
さ
ほ
ど
に
亘
別
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
そ
０
代
り
商
工
・
奴
婢
と
士
民
と
０
地
位
は
明
確
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
に
就
い
て
は
別
の
機
會
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

①

　

東
西
魏
分
裂
時
代
に
つ
い
て
は
、
演
口
重
國
氏
「
高
斉
出
自
考
－

　
　

④

　
　

高
歓
の
制
覇
と
河
北
の
豪
族
、
高
乾
兄
弟
の
活
躍
。
上
・
下
」
（
史

　

’

　
　

學
雑
誌
四
九
ノ
七
・
八
）

　
　

同
氏
、
「
西
魏
に
於
け
る
虜
姓
再
行
の
事
情
。
」
（
東
洋
學
報
二
五
）

　
　

に
委
呻
が
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。

⑧

　

天
保
十
年
(
５
５
８
)
八
月
発
卯
。
詔
諸
軍
民
、
或
有
父
祖
改
姓
冒
入

　
　

元
氏
、
或
報
託
携
認
、
妄
孵
姓
元
者
、
不
問
世
徽
遠
近
、
悉
聴
改

　
　

復
本
姓
。
（
北
寄
書
四
・
文
宜
帝
紀
）

③

　

拙
稿
「
六
朝
時
代
の
史
學
」
四
節
（
東
洋
史
研
究
五
ノ
六
i
m
照
。

　
　

隋
の
開
皇
十
　
　
一
。
年
五
月
発
亥
に
「
詔
人
間
有
撰
集
國
史
、
域
否
人

　
　

④

　
　

物
者
皆
令
禁
絶
。
」
（
隋
書
二
）
と
あ
る
は
六
朝
末
期
の
弊
風
を
矯

　
　

め
ん
と
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

財
婚
の
風
が
北
朝
後
期
か
ら
唐
初
に
か
け
て
甚
し
い
の
は
黄
門
の

細
済
的
破
綻
と
庶
人
一
部
の
富
力
増
加
が
？
の
條
件
に
な
つ
て
ゐ

る
。
商
工
業
者
の
財
富
あ
る
者
は
よ
っ
て
も
っ
て
、
酋
官
を
獲
、

婚
對
を
求
め
欠
。
隋
書
五
五
盧
情
傅
に
、
北
周
の
時
の
事
と
し
て

曰
く
、
「
染
工
上
士
王
紳
歓
者
。
嘗
以
賂
自
進
。
蒙
宰
宇
文
護
擢
僑

計
部
下
大
夫
。
憧
諌
日
、
古
者
登
高
能
賦
、
可
総
大
夫
。
求
賢
審

官
、
理
須
詳
惧
。
今
紳
歓
出
自
染
エ
。
更
無
殊
異
。
徒
以
家
常
自

　

・

通
、
建
具
摺
紳
並
列
。
賞
恐
惟
鵜
之
剌
聞
之
外
境
。
護
竟
寝
其

事
。
」
と
あ
る
。

北
斉
書
三
六
、
楊
情
（
２
一
１
５
６
０
）
傅
、
彼
は
武
定
・
天
保
に
か
け

て
吏
部
郎
中
、
つ
い
で
倚
書
に
任
じ
仁
。
一
典
選
二
十
除
年
、
奨
擢

人
倫
以
篤
己
任
。
然
取
士
多
以
言
貌
。
時
致
膀
言
。
以
認
『
情
之
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用
人
、
似
貧
士
市
瓜
、
取
共
大
者
。
』
惜
聞
不
屑
焉
。
共
聴
記
吸

　
　

識
、
牛
面
不
忘
。
毎
有
所
召
問
、
或
単
栢
姓
、
或
単
揖
名
、
無
有

　
　

謨
者
。
後
有
這
人
魯
漫
漢
。
自
言
『
畏
賤
、
伺
不
見
識
。
』
惜
日

　
　

『
郷
前
在
元
子
息
坊
。
騎
禿
尾
草
騎
。
経
見
我
不
下
。
以
方
麹
郭

　
　

面
。
我
何
不
識
卿
。
』
漫
漢
驚
服
。
人
調
之
日
、
『
名
以
定
倣
。
漫

　
　

漢
果
自
不
虔
。
』
又
令
吏
唱
人
名
。
誤
以
磁
士
深
、
認
士
塚
。
士
深

　
　

自
言
。
恰
日
、
『
磁
郎
玉
潤
、
所
以
従
玉
。
』
」

岫
－
。
北
史
一
五
、
高
峻
王
孤
「
子
思
」
特
に
、
「
奏
日
…
…
…
…
…
謹
案
、

　
　

向
書
郎
中
臣
裴
鰍
伯
・
王
元
旭
等
、
望
。
班
士
涜
、
早
參
借
官
。
軽

　
　

片
短
札
斐
然
若
斯
。
」
と
あ
ｈ
、
士
庶
に
よ
り
任
川
さ
れ
る
官
職
の

　
　

範
関
が
確
然
と
し
て
ゐ
仁
。
梁
の
武
帝
の
制
度
改
革
は
一
に
こ
れ

　
　

を
決
定
せ
ん
と
し
仁
趣
旨
に
出
る
。

⑦

　

隋
書
四
〇
王
‐
い
阻
特
に
「
太
常
卿
蘇
威
、
立
議
、
以
総
戸
口
滋
多
、

　
　

民
叫
不
ｅ
。
欲
減
功
臣
之
地
。
以
給
民
。
誼
奏
日
、
百
竹
者
歴
世

　
　

勒
員
、
方
蒙
爵
土
、
一
旦
削
之
、
未
見
其
可
。
如
臣
所
応
、
正
恐

　
　

朝
臣
功
徳
不
建
。
何
愚
人
田
有
不
足
。
上
然
之
、
竟
宸
威
議
。
」
王

　
　

誼
の
如
く
自
身
の
利
盆
を
考
へ
る
貴
族
が
多
か
っ
た
が
、
蘇
威
は

　
　

既
に
國
家
本
位
に
考
へ
る
政
治
家
で
あ
っ
た
。

⑧

　

豪
族
抑
屋
の
例
は
北
周
書
三
、
四
楊
狗
「
幹
盛
」
・
同
三
五
裴
果

　
　

同
四
四
泉
企
特
等
。
北
朝
後
期
の
史
書
に
豪
族
仁
る
こ
と
が
記
さ

　
　

れ
て
ゐ
る
例
を
拾
ふ
と
、

常
善
。
高
陽
人
也
。
世
移
蒙
族
。
（
周
書
二
七
）

侯
植
。
（
子
孫
因
家
于
北
地
之
三
水
）
逞
篤
州
郡
冠
族
。
（
同
二

　

九
）

章
叔
裕
。
字
孝
寛
。
京
兆
杜
陵
人
也
。
世
狐
三
輔
著
姓
。
（
同
三

　

こ

庫
秋
峙
。
世
鴬
豪
右
。
（
同
三
三

泉
企
。
上
洛
豊
陽
人
也
。
世
雄
商
洛
。
・
：
上
洛
豪
族
泉
杜
二
姓
。

李
疸
哲
。
安
康
人
也
。
世
篤
山
南
豪
族
也
。

楊
乾
蓬
。
惺
城
興
勢
人
也
。
篤
方
隅
豪
族
也
。

陽
雄
。
上
洛
邑
陽
人
也
。
世
総
豪
族
。

席
固
。
共
先
安
定
人
也
。
…
逞
篤
襄
陽
著
姓
。

任
果
。
南
安
人
也
。
世
篤
方
隅
豪
族
。
（
以
上
同
四
四
）

王
罷
。
京
兆
和
城
人
。
漢
河
南
尹
王
酋
之
後
。
世
認
州
郡
著

姓
。
（
北
史
一
七
）

胡
叟
。
西
夏
著
姓
。

張
湛
。
河
西
著
姓
。
（
以
上
同
三
四
‘

梁
吸
。
安
定
烏
氏
人
也
。
世
認
間
中
著
姓
。
其
先
川
官
徒
居
京

　

兆
之
整
厘
焉
。

皇
甫
盾
。
安
定
三
水
人
也
。
世
認
西
州
著
姓
。
後
徒
居
京
兆
。
勁
。

辛
虔
之
。
朧
西
独
道
人
也
。
世
篤
朧
右
著
姓
。

王
子
直
。
京
兆
。
杜
陵
人
也
。
世
篤
郡
右
族
。
（
以
上
同
三
九
）
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王
軌
。
太
原
祁
人
也
○
：
｀
世
篤
州
郡
冠
族
。
累
葉
仕
魏
、
賜
姓

　
　
　

鳥
丸
氏
。
（
同
四
〇
）

　
　
　

令
狐
煕
。
敦
煌
人
也
。
代
総
西
州
豪
右
。
（
隋
書
五
六
）

　
　
　

李
孝
貞
。
趙
郡
栢
人
人
也
。
・
：
世
篤
著
姓
。
（
同
五
七
）

　
　
　

魏
洽
。
釧
鹿
下
曲
陽
人
也
。
…
将
篤
著
姓
。
世
以
文
學
自
業
。

　
　
　
　

（
同
五
八
）

　
　
　

房
彦
謙
。
本
清
河
人
也
。
一
Ｉ
Ｉ
世
篤
著
姓
。
（
同
六
六
）

⑧

　

叱
羅
協
（
周
書
一
二
少
寒
微
。
１
　
篤
州
小
吏
。
以
恭
謹
見
知
。
恒

　
　

州
刺
史
楊
釣
、
擢
篤
従
事
。

　
　

呂
思
膿
（
同
三
八
）

　

性
温
潤
、
不
雑
交
遊
。
…
普
泰
中
、
僕
射
司

　
　
　

馬
子
如
薦
篤
官
書
二
千
石
郎
中
。
尋
以
地
寒
被
出
。
襲
國
子
博

　
　
　

士
。

　
　

陳
茂
（
隋
書
六
四
）

　

河
東
狩
氏
人
也
。
家
世
寒
微
。
質
直
恭
謹
。

　
　
　

総
州
里
所
敬
。

　
　

張
定
和
（
同

　

右
）

　

京
兆
萬
年
人
也
。
少
貧
賤
、
有
志
節
。
初
篤

　
　
　

侍
官
。
會
平
陳
之
役
、
定
和
常
従
征
。
無
以
自
給
。
其
妻
有
嫁

　
　
　

時
衣
服
。
定
和
将
慨
之
。
妻
斬
固
不
具
定
和
。
於
是
途
行
丿
以

　
　
　

功
秤
儀
同
、
賜
帛
千
匹
。
逞
棄
其
妻
。

　
　

他
に
李
密
傅
（
同
七
〇
）
に
見
え
る
『
起
自
微
賤
性
又
貴
鄙
。
』
と

　
　

あ
る
郡
元
曼
、
沈
光
（
同
六
四
）
、
官
戸
か
ら
出
身
し
仁
婁
銀
杖

　
　

（
同
六
四
）
、
父
は
軍
士
、
母
は
家
位
の
黒
女
で
あ
る
李
圓
廷
（
同

　
　

六
四
）
も
寒
門
に
数
へ
ら
れ
よ
う
。

⑩

　

士
庶
涯
別
は
勿
論
原
則
上
存
し
た
が
種
々
な
原
因
か
ら
そ
れ
が
無

　
　

祀
さ
れ
混
淆
を
末
す
。
こ
れ
は
南
北
を
通
じ
て
存
在
す
る
。

　
　

士
は
力
役
を
免
す
る
立
前
で
あ
る
が
、
謝
方
明
（
南
史
一
九
）

　
　

「
前
後
征
伐
、
毎
兵
郷
不
充
、
悉
皆
士
庶
。
」
と
あ
る
。
士
は
鞭
を

　
　

受
け
な
い
筈
だ
が
、
沈
故
之
（
南
史
三
七
）
は
「
累
羨
鄙
州
刺
史
。

　
　

認
政
刻
暴
。
或
鞭
士
大
夫
。
上
佐
以
下
有
作
意
。
槻
而
加
冊
辱
。
」

　
　

と
あ
る
ｏ
士
人
の
妻
は
妾
と
な
し
え
な
い
破
で
あ
る
が
、
羊
玄
保

　
　

（
南
史
三
六
）
傅
に
、

　
　

〔
劉
〕
璃
出
燧
盆
州
、
奪
士
人
妻
篤
妾
。
」
と
あ
る
。
士
庶
元
来
種

　
　

あ
ら
す
、
士
に
し
て
一
般
的
に
紺
済
的
原
因
、
そ
の
他
境
遇
の
愛

　
　

化
で
も
は
や
士
と
し
て
待
遇
さ
れ
な
く
な
れ
ば
庶
と
異
る
こ
と
は

　
　

な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

゛

⑥

　

北
支
豪
族
が
同
姓
を
重
ん
じ
た
著
名
な
例
と
し
て
、
王
仲
徳
（
南

　
　

史
二
四
）
が
あ
る
。

　
　

北
土
重
同
姓
、
並
謂
之
骨
肉
。
有
遠
末
相
投
者
、
莫
不
蝸
力
瞥

　
　

噂
、
若
有
一
人
不
至
者
、
以
篤
不
義
。
不
錫
郷
邑
所
容
。
仲
他
聞

　
　

王
豪
在
江
南
貴
盛
、
是
太
原
人
。
乃
遠
来
昂
喩
。
豪
接
遇
甚
薄
。

　
　

。
因
至
姑
熟
投
桓
立
。

　
　
　
　
　
　
　

’

　
　

叉
日
知
録
二
三

　

北
方
門
族

　

參
照
。
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七

　

結

語

　

所
謂
支
那
中
世
の
貴
族
制
度
の
理
解
は
一
般
中
世
史
の
研
究
に
と
っ
て
光
を
投
す
る
と
共
に
、
古
代
・
近
世
支
那
靴
會
の
構
造
に

つ
い
て
も
示
唆
を
呉
へ
る
も
０
が
あ
る
。
近
世
と
對
比
せ
ら
れ
る
た
め
で
は
な
く
し
て
支
那
史
の
仝
時
代
を
通
す
る
腰
展
道
程
の
仝

き
洞
察
の
た
め
に
は
、
中
世
研
究
と
現
代
理
解
と
０
距
離
は
所
謂
近
世
と
現
代
と
の
距
離
に
比
し
て
遠
く
は
な
い
。
そ
の
故
は
家
族

は
村
落
と
共
に
時
代
に
よ
る
受
化
が
最
も
顧
著
で
な
か
っ
た
社
會
集
剛
で
あ
り
、
か
ゝ
る
基
礎
的
な
集
園
白
頭
並
び
に
そ
の
政
治
・

経
済
・
文
化
に
及
ぼ
す
作
用
開
聯
の
考
究
は
此
等
特
殊
史
に
新
し
い
硯
野
を
拙
げ
る
で
あ
ら
う
。
た
ゞ
か
χ
る
考
究
が
必
須
と
さ
れ

る
六
朝
時
代
に
あ
っ
て
は
史
料
の
不
足
が
詳
密
な
探
求
を
妨
げ
、
本
稿
も
貴
族
制
度
と
圖
に
掲
げ
っ
ゝ
國
家
的
制
度
と
し
て
扱
ふ
以

外
に
開
聯
し
た
政
治
的
靴
會
的
事
象
に
言
及
す
る
こ
と
の
方
が
多
く
な
り
、
意
に
満
た
な
い
鸚
一
も
少
く
な
い
。

　

漢
末
並
び
に
五
胡
時
代
の
戦
氾
の
た
め
、
後
漢
以
来
形
成
さ
れ
て
き
た
郡
望
の
木
抹
た
る
黄
河
流
域
一
帯
は
北
折
諸
王
朝
の
幡
囮

す
る
所
と
な
り
、
中
原
豪
族
は
郡
姓
と
し
て
そ
の
祀
貧
的
地
位
を
承
認
さ
れ
っ
ｘ
も
被
征
服
民
族
た
る
境
涯
に
お
ち
か
。
北
秋
の
勢

力
が
な
ほ
及
ば
な
か
っ
た
揚
子
江
中
流
・
下
流
域
に
移
住
し
た
一
部
郡
望
は
僑
姓
の
名
を
負
ひ
っ
ゝ
も
土
着
豪
族
た
る
災
姓
に
對

し
、
支
配
と
ま
で
行
か
な
く
て
も
優
越
の
地
位
を
占
め
、
災
姓
は
蜀
姓
と
共
に
、
か
つ
て
三
國
分
立
の
敗
北
者
と
し
て
、
か
っ
中
原

文
化
に
遠
き
落
伍
者
と
し
て
、
六
朝
史
上
二
次
的
役
割
し
か
振
ひ
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
郡
姓
と
僑
姓
と
は
漢
文
化
の
保
持
者
と
し

て
相
互
に
共
通
の
感
情
意
欲
を
持
っ
た
が
、
新
情
勢
の
展
開
に
庶
じ
て
早
く
祀
會
的
・
政
治
的
地
位
を
占
め
て
了
っ
た
貴
族
群
は
流

徒
没
落
０
不
幸
を
経
た
往
日
の
同
類
に
比
較
し
て
安
固
と
隆
盛
と
を
増
進
し
、
百
代
『
卿
族
、
甲
族
、
膏
駅
の
如
き
美
禰
を
獲
た
。
た

だ
し
北
方
で
は
同
族
０
紐
帯
が
強
固
で
、
輩
な
る
同
姓
に
對
し
て
も
親
縁
感
情
を
以
て
接
遇
し
扁
旅
失
意
の
同
族
に
對
し
扶
助
保
護
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の
態
度
に
出
る
者
が
多
か
っ
た
Ｊ
こ
れ
に
反
し
、
南
朝
の
貴
族
は
同
族
内
に
て
も
感
情
的
反
目
不
和
が
多
く
支
涙
を
分
出
し
貴
賤
等

を
異
に
し
貧
富
あ
ひ
救
は
ざ
る
分
裂
的
傾
向
が
あ
り
、
時
期
が
晩
れ
て
南
下
し
た
没
落
貴
族
は
沈
論
を
冤
れ
た
か
っ
た
。
こ
の
差
異

は
北
方
で
は
被
征
服
者
と
し
て
對
異
民
族
に
對
す
る
緊
張
感
か
ら
自
衛
自
救
０
畳
悟
が
意
識
的
・
無
意
識
的
に
は
た
ら
き
、
南
朝
で

は
そ
の
條
件
が
訣
け
て
ゐ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
ら
う
。
ま
た
江
南
は
土
地
の
生
産
力
が
雄
厚
で
多
く
の
貴
族
は
部
曲
奴
婢
佃
客
を
使

役
し
て
各
自
に
開
騒
す
る
ご
と
に
よ
り
富
力
を
獲
得
し
た
が
、
北
支
で
は
政
治
的
施
設
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
農
村
機
構
を
再
建
す
ぺ

く
君
主
権
の
騒
動
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
Ｉ
．
北
朝
君
主
権
は
豪
族
の
勢
力
と
反
對
方
向
に
お
い
て
衝
突
し
た
た
め
、
君
主
は
已
に

従
順
な
る
貴
族
を
官
僚
機
構
の
中
に
吸
収
す
る
た
め
に
、
た
と
ヘ
ー
庶
そ
の
門
閥
を
尊
重
す
る
態
度
に
で
た
に
し
て
も
目
的
と
す
る

所
は
各
個
人
篤
政
の
才
行
に
存
し
、
次
第
に
人
材
登
用
主
義
に
傾
い
た
。
し
か
・
る
に
南
朝
君
主
は
若
干
大
貴
族
０
経
畳
致
富
と
同
様

の
目
的
を
逐
ふ
こ
と
に
お
い
て
彼
等
と
同
一
方
向
に
お
い
て
競
争
す
る
地
位
に
あ
り
、
そ
れ
が
妨
害
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
専
制
へ

の
意
欲
を
貴
族
に
加
へ
っ
ｘ
あ
っ
た
。
そ
れ
が
人
事
阻
題
に
反
映
し
て
貴
族
に
清
貴
の
官
職
を
あ
て
が
ひ
っ
ｉ
賓
権
あ
る
職
任
に
寒

人
を
登
用
す
る
方
針
が
執
ら
れ
た
。
家
人
は
そ
０
勤
努
に
よ
り
高
官
を
得
た
に
し
て
も
君
主
の
私
的
使
用
人
た
る
性
質
を
最
後
ま
で

脆
し
な
か
っ
た
。
南
朝
で
は
治
安
蜀
且
の
流
弊
の
趨
く
所
、
東
晋
に
撒
存
し
た
民
族
意
識
も
錦
磨
さ
れ
、
僅
か
に
漢
文
明
の
魅
惑
的

傾
向
を
騒
達
さ
せ
‥
國
家
的
隆
昌
を
代
償
と
し
て
営
時
の
亜
細
亜
諸
國
に
對
し
、
か
つ
は
後
世
の
漢
族
文
運
に
と
っ
て
多
大
の
寄
輿

乞
成
し
た
こ
と
に
お
い
て
そ
の
文
化
史
的
役
割
を
果
し
た
。

　

貴
族
階
級
自
ら
相
互
に
決
定
し
君
権
の
容
吸
を
許
さ
な
い
士
の
身
分
の
承
認
も
元
来
ぽ
儒
教
主
義
官
僚
國
家
た
る
漢
朝
に
よ
り
原

則
上
一
般
平
民
に
開
放
さ
れ
て
ゐ
た
任
官
の
権
利
に
起
源
を
有
す
る
も
０
で
あ
ら
う
。
統
一
國
家
た
る
涜
朝
没
落
に
よ
ね
君
主
権
か

ら
郷
営
の
輿
論
へ
と
、
士
の
認
定
権
が
移
さ
れ
、
後
椿
せ
る
分
立
國
家
の
君
主
に
と
っ
て
は
士
の
身
分
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
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認2

犀
な
っ
た
。
し
か
し
北
魏
の
孝
文
帝
に
よ
る
虜
姓
・
郡
姓
お
し
な
べ
て
の
氏
族
分
定
に
始
り
、
北
周
隋
唐
［
諸
帝
の
統
一
國
家
再
建

ｏ
努
力
が
奏
効
す
る
に
っ
れ
、
科
畢
制
度
の
試
行
と
共
に
再
び
官
僚
と
し
て
士
の
資
格
を
獲
得
し
う
る
情
態
と
な
っ
’
た
。
中
正
の
制

は
漢
唐
過
波
期
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
し
た
に
す
ぎ
ず
、
南
北
朝
後
牛
に
な
れ
ば
既
に
頁
を
失
っ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。

　

上
来
の
諸
考
察
を
通
じ
て
六
朝
隋
唐
五
代
に
亘
る
貴
族
の
力
は
要
之
飯
會
的
勢
力
で
あ
り
、
政
治
力
に
至
っ
て
は
、
た
と
へ
南
朝

ｏ
盛
期
に
お
い
て
も
、
君
主
の
専
制
握
力
を
除
去
し
て
存
し
う
る
も
の
で
な
く
、
こ
れ
と
共
存
し
う
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思

ふ
の
で
あ
る
が
、
既
拓
か
ｘ
る
立
言
は
こ
の
小
論
の
結
語
に
ふ
さ
は
天
軍
に
今
後
の
研
究
の
操
作
的
仮
説
と
し
て
掲
げ
る
に
止
め

た
い
。
（
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昭
和
十
八
年
十
月
十
八
日
稿
了
。
）
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